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１ 事 業 総 括  
 
社会が成熟し少⼦⾼齢化が進⾏する中で、地域住⺠同⼠の⽀え合う⼒は低下

し、社会的な孤⽴が増加しています。また、価値観や生活スタイルの多様化に
より、市⺠の抱える課題も複雑化しています。 

このような中で、佐久市社会福祉協議会は地域福祉の推進を果たすため、地
域のニーズを把握し、市⺠の抱える⽣活課題への対応をすべく、基本理念であ
る「人と人とがつながり 支え合う地域づくり」のもと、事業方針や重点事業
を掲げ、各種事業に取り組んでまいりました。 
令和２年度においては、継続的な地域福祉の推進と近年の厳しい経営状況か

らの脱却のため、一つひとつの事業の課題を把握・分析し、今後の健全な法人
経営を図る方向性を示す「第一次 佐久市社会福祉協議会 発展・強化（改善）
計画」（Ｒ３〜Ｒ７）を策定しました。今後、この計画に沿って事業を進める中
で、進捗状況を評価・検証し、計画の⾒直しを随時⾏うなど、効果的な推進を
図り、経営改善に取り組んでまいります。 

また、新型コロナウイルス感染拡大により、人と人との接触機会が制限され
ることとなり、本協議会において予定していた多くの事業について中止や縮小
をせざるを得ない状況となるなど、事業の進捗に大きな影響を受けた⼀年でし
た。そのような中、⽣活福祉資⾦特例貸付事業による緊急⼩⼝資⾦や総合⽀援
資⾦の貸付実施や、緊急⾷糧⽀援対応としてのフードドライブ事業、東日本台
⾵における被災者への継続的な⾒守り⽀援など、コロナ禍が⻑期化する中で、
地域のつながりを途切れさせない活動や、新たな事業展開にも取り組んでまい
りました。 
 今後も、地域福祉における社協の役割を果たすため、市⺠の皆さまに必要と
される社協を目指し、様々な事業を推進してまいります。 
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事業方針・重点目標に対する取り組み 

 法人運営（総務課） 

１ 法人経営の強化 

佐久市社会福祉協議会が将来に向けて自立的な法人として経営を行っていくために

は、自らの経営状況を随時分析して改善を行っていくことが必要であります。 

また、地域福祉推進のうえで、今日の地域福祉施策の動向を踏まえつつ、地域社会

の変化と複雑化・多様化する福祉課題・生活課題への対応に向け、本協議会が果たす

べき役割とは何かを全職員が共有し、どのように事業を行っていくかを常に検討して

いく必要があります。 

このため、会長、事務局長、課長、係長、支所長、事業所管理者の参加による運営

会議を月１回開催し、社協の健全な運営、課題解決に向け協議・検討を行ったほか、

令和２年度に、社協の課題を把握・分析し、改善に向けて職員一丸となって健全な法

人運営を図る方向性を示す、「第一次 佐久市社会福祉協議会 発展・強化（改善）計

画」の策定を行いました。 

令和 3年 4月から、目標達成に向け各事業を計画的に推進するとともに、引き続き

経費の節約や適正な人員配置、自主財源の確保、介護保険事業・障害福祉サービス事

業の安定的な経営改善等に取り組み、法人経営の強化を図ります。 

 

（１） 実施事業の見直し 

・社協の新たな事業展開として、障がい福祉サービスの多機能型事業（生活介護と放

課後等デイサービス）の運営に取り組むこととし、令和３年４月１日の事業所開所

に向け、関係機関と連携を図りながら準備を進めました。 

・訪問介護事業所「ヘルパーステーションさく」については、民間事業所の介護事業

参入により地域の訪問介護事業が充実してきたこと、また、介護人材の不足・高齢

化等により、社協が行う訪問介護事業の経営は厳しさを増していることから、令和

２年度末をもって事業終了としました。 

・特定相談支援事業所については、障がい者相談に加え、１月より新たに障がい児相

談を開始し、相談支援体制の強化を図るとともに、経営の安定化を図りました。 

・浅科デイサービスセンターについては、４月より事業所規模を１８人定員の地域密

着型通所介護として運営を開始し、地域との連携の強化、サービスの質の向上を図

りました。 

・生活困窮者自立支援事業については、令和３年度より、まいさぽの事務所を社協事

務所内に移転することについて検討を行いました。その結果、令和３年４月１日よ

り「まいさぽ佐久市」として社協事務所内に移転が決定し、日常生活自立支援事業、

家計改善支援事業などとの連携が図られ、相談支援体制が強化されます。 
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（２）働き方改革への対応 

・国が進める働き方改革を令和３年度から確実に実施するため、社会保険労務士に相

談しながら、職員の不合理な待遇差の解消に向け、正規職員・臨時職員すべての職

員の勤務体制や給与体系の改善等に取り組み、経営の強化を図りました。 

・働き方改革への対応に伴い職員の待遇や職務の見直しを行うため、関係役職員での

調整を行うとともに、全職員を対象とした研修会や説明会を開催し、職員への周知

を行いました。また、処遇改善加算等の導入に向け準備を行ない、勤務体制や給与

体系改善の財源確保に取り組みました。 

 

（３）発展・強化計画の作成 

昨今の地域福祉施策の動向を踏まえつつ、計画的な法人運営・事業展開ができるよ

うに中期的な展望を示す「第一次 佐久市社会福祉協議会 発展・強化（改善）計画」

（計画期間：令和３年度から令和７年度）を作成しました。 

今後、本計画に基づいた社協事業の進行状況を定期的に点検し、事業の検討・調整・

計画の見直しを行うなど、計画の効果的な推進を図ります。 

 

２ 事業実施の財源確保 

（１）社協会費の推移  

社協会費は貴重な自主財源ですが、年々減少傾向です。ご協力いただいた会費がど

のように使われているか市民に説明するとともに、会費を財源とした事業を行う時も

積極的にアピールすることで、市民の皆様の理解を得て会費納入に繋がるよう努めま

す。 

 ●令和２年度実績： ２１，６７８，６６４円 

  目標との比較 ：    △２１，３３６円（目標：21,700,000 円） 

  前年度との比較：   △２８７，３６６円 
 

（２）共同募金の推移 

共同募金の配分金も、様々な地域福祉事業を行うための貴重な 

財源であり、令和元年度は台風災害関連で増加しましたが、令和 

2 年度は目標を達成することができませんでした。 

配分金が活用される事業のＰＲ強化と透明性を図ることで、減少 

に歯止めがかかるように引き続き努めます。 

 ●令和２年度実績： １５，１９９，３８６円 

  目標との比較：    △８００，６１４円（目標：16,000,000 円） 

  前年度との比較：   △８８１，１９９円 
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（３）佐久市からの人件費補助金の確保 

市の関係機関との連絡調整をより綿密に行うことで、社協が実施する地域福祉事業

の位置づけを明確にし、必要な事業への財政支援を引き続き求めていきます。 

    平成 30年度 61,800,000 円  令和元年度 60,500,000 円 

  令和 2 年度 56,600,000 円 

 

地域福祉の推進（福祉課） 

１ 基本目標の達成に向けた取り組み 

（１）共に支え合う人づくり 

・令和元年東日本台風（台風１９号）から１年が経過する中で、市内で被災され災害

ボランティアを派遣した世帯を対象に、本協議会の職員で被災後の生活状況の調査

を行いました。「雨が怖い、トラウマになっている」といった訴えがあり、特に、梅

雨・台風の季節に不安を抱えている被災者がいることを改めて確認しました。 

  ・福祉体験教室出前講座のチラシを作成し、市教育委員会から校長会に対し「福祉体

験教室」の紹介をしていただき、事業の充実を図りました。  

 

（２）安心して暮らせる地域づくり 

  ・新型コロナウィルス感染症感染拡大防止のため、サロンが休止となり、外出自粛の

日々を過ごす中でも、地域や人同士がつながりつづけるために、希望する７０歳以

上のひとり暮らし高齢者等に、ボランティアが電話による安否確認と話し相手を行

い、大変喜ばれました。  

  ・障がいのある方や高齢者・乳幼児をお連れの方などが、安心して外出する機会を多

く持てるようにバリアフリー情報をマップにし、本協議会 HP から、マップの印刷が

できるようになりました。 

  ・民生児童委員が、乳酸菌飲料をお届けしながら、７０歳以上のひとり暮らし高齢者

等の安否確認や話し相手になることで「地域の見守り」を行う取り組みが始まりま

した。対象者からは「民生児童委員さんが訪問してくれるのを待っている」などと

言った感想が寄せられました。 

 

（３）生涯にわたる心とからだの健康づくり 

  ・地区集会施設等を利用して、高齢者の閉じこもり予防、認知症予防を目的に、区単

位でのふれあいいきいきサロンを開催しました。新型コロナウィルス感染症の影響

により、開催数は少なかったものの、検温、手指消毒、マスク着用等感染予防を行

い、少しでも安心して参加できるよう、世話人と参加者が、工夫とアイデアを出し

合い取り組みました。 
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２ 重点的に取り組む事業 

（１） ボランティア活動の推進 

・ボランティアセンターでは、ボランティアをしたい人と、ボランティアをお願いし

たい人を繋げる調整をしています。また、ボランティアをしたい人に対し、ボラン

ティア活動の紹介等を積極的に行いました。 

・広報誌「ぴーぷる」や HP を活用し、ボランティアセンター事業の紹介を行いました。

ボランティアコーディネーターが地域へ出向き、地域の困りごと収集に向けて今後

進めていきます。 

 

（２） 各種相談体制の充実 

・生活福祉資金貸付事業では、新型コロナウィルス感染症の影響を踏まえ、貸付の対

象世帯を低所得世帯以外に拡大し、休業や失業等により生活資金にお悩みの方々に

向けた緊急小口資金等の特例貸付等を実施しました。また、相談に合わせて、緊急

対応として、「フードドライブ事業」を実施し、困窮家庭への食糧支援を緊急的に

取り組みました。 

・結婚相談事業では、登録者向けや年齢別に婚活イベントの開催を計画していました

が、新型コロナウィルス感染症感染拡大防止のため「ぶんつう婚活」を実施しまし

た。 

また、令和２年度の成婚件数は１組。長野県婚活支援センターが運営する「ながの

マッチングシステム」での成婚件数についても 1組となりました。 

 

（３）育児と介護に関わる支援体制の充実 

・ファミリーサポート事業が円滑に行えるよう「育児¨助っ人¨養成講座」と「支援

会員研修会」を開催しました。育児助っ人養成講座では、支援会員として１１名の

新規登録者がありました。また、支援会員研修会では、障がいのある方への支援に

ついて相談が増加していることから、「利用者への寄り添い方」と題して、講話と

実践発表を行い、利用者との関わり方や支援のあり方、考え方等について学んでい

ただきました。今後、利用者や関係機関からの相談に対し、支援できるよう、支援

会員を増やすために定期的に支援会員の募集を行っていきます。 

 

（４）社会福祉普及体制の充実 

  ・毎年、市内の小学校、中学校、高等学校等の福祉教育担当教諭を対象に「社会福祉 

   普及校連絡会議」を開催していますが、新型コロナウィルス感染症感染拡大防止の

ため、連絡会議は中止としました。本協議会では、福祉体験をとおして、社会福祉

の理解と関心を高め、日常生活の中に思いやりの心を育むために、車いす体験や手

話体験等を行う学校等を対象に１校 30,000 円の助成を行いました。 
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    今後も本事業を積極的に活用していただき、福祉体験教室を開催していただける

ように、各学校や企業等に呼びかけを行います。 

 

（５）ふれあいいきいきサロン事業の充実 

・ふれあいいきいきサロン世話人等を対象に、資質向上と世話人同士の情報交換のた

め、世話人交流会を開催しました。内容は、「ふれあいいきいきサロンとは」、「コ

ロナ禍のサロン」と題して、どう取り組みをしていったらいいのか、また、改めて、

私たちがつながりを大切にしてきたのは何のためだったのか等について一緒に考え

るきっかけとなりました。 

 

介護保険・障害福祉サービス（介護サービス課） 

・新型コロナウイルス感染症の感染予防・感染管理を徹底し、感染者を出すことなくサー

ビスが提供できました。 

・長野県新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業（介護・障がい分）において、強い

使命感を持って、新型コロナウイルスの感染防止対策を講じながらサービスの継続に努

めた職員に対して支給される慰労金の申請を行い、一人 50,000 円の慰労金 70 名分が長

野県より支払われました。また、感染対策を徹底した上で、介護・障がい福祉サービス

を提供するために必要なかかり増し経費（環境整備等）の支援について申請を行い、介

護保険サービス事業所分 2,880,000 円、障がい福祉サービス事業所分 1,219,000 円の補

助金を受けました。 

 

１ 介護保険事業 

・令和元年度末で閉所となった前山デイサービスセンターの特殊浴槽器具等について市と

協議を重ね、市であいとぴあ臼田・浅科の両デイサービスセンターへ移設工事を行って

もらい、設置された設備で支障なく利用者の入浴サービスを実施することができました。 

・市民新聞・社協広報誌「ぴーぷる」等にデイサービスセンターの情報発信を行ったこと

により反響があり、利用者の確保に繋がりました。 

・常に笑顔を意識して利用者に接し、利用者が楽しい雰囲気で過ごせるよう心がけ、心の

こもったサービスを提供しました。 

・職員間で情報共有を行い、常に声を掛け合い、連携を図ることで、事故無く利用者に寄

り添ったサービスの提供ができました。 

 

２ 障害福祉サービス 

・特定相談支援事業では、担当地域を分ける事で移動に係る経費を削減し、取得可能な加

算を算定するとともに、対象者を障害者のみから障害児にまで広げて、利用可能地域も

佐久市内から佐久圏域内とし、広く利用者を確保できるように変更しました。 
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・施設外就労利用者 1名について、特定相談支援事業所との連携により希望職種への一般

就労（障がい者雇用）が決定、令和 3年 4月から採用となりました。今後も利用者のニ

ーズに応じた支援を行ないます。 

・新規２社の受託作業を開始し、利用者が参加しやすい作業の幅を広げられました。 

・新型コロナウイルス感染症の影響で自社製品の販売機会が激減しましたが、マスクの

製作販売を実施し、社会のニーズに応える事で売り上げの減少を抑えることができま

した。 
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 事業実施報告(詳細)

法人運営拠点区分（法人運営サービス区分）

　収入　86,919,250円　　支出　 82,461,922円　　収支差額　 4,457,328円

事業№
事業名

事業概要・報告

1

法人運営全般　　　〔総務課〕

○法人の運営

○佐久市社会福祉協議会発展・強化（改善）計画策定委員会の開催
　・社会福祉協議会としての使命について再確認を行う中で、現在の課題を把握・分析し、改善
　　に向けた取り組み、今後健全な法人経営を図る方向性を示す発展・強化（改善）計画を策定
　　した。
　　策定委員  15名
　　計画期間　令和３年度～令和７年度
　
【第1回】4月28日（火）午後1時30分～2時30分
　・発展・強化（改善）計画に向けた考え方について
【第2回】5月15日（金）午後1時30分～5時05分
　・介護保険・障がい福祉部門の現状と課題、方向性について
【第3回】5月29日（金）　午後1時25分～4時40分
　・地域福祉部門（11事業）の現状と課題、方向性について
【第4回】6月 9日（火）　午前9時30分～午後4時40分
　・地域福祉部門（21事業）の現状と課題、方向性について
【第5回】6月17日（水）　午後1時30分～5時15分
　・法人運営部門の現状と課題、方向性について
【第6回】6月25日（水）　午前9時30分～午後4時10分
　・今まで審議されてきた計画の協議
　・重点的に取り組む事業について
【第7回】7月 2日（木）　午後1時30分～3時30分
　・発展・強化（改善）計画（案）について　　計画期間　令和3年度～7年度（5か年）
　・策定委員会の今後について
【第8回】11月19日（木）午後1時30分～3時20分
　・発展・強化（改善）計画（案）について　　計画期間　令和3年度～7年度（5か年）

【第9回】1月21日（木）午後1時30分～4時10分
　・発展・強化(改善)計画について
　　　実施計画について(部門別)

○運営会議の開催
　・毎月1回、会長、事務局長、各課長、各係長（支所長）、各事業所の管理者が出席し、法人
　　運営や事業運営改善等について協議を行った。13回開催

 開催日
　　4月1日(水)、4月13日(月)、5月11日(月)、6月15日(月)、7月13日(月)、8月11日(火)、
    9月14日(月)、10月12日(月)、11月9日(月)、12月14日(月)、1月8日(金)、2月8日(月)、
    3月8日(月)

 主な議題
　　・佐久市社協強化・発展計画について
　　・事業実施計画について
 　 ・新型コロナウィルス感染症関連
　  ・佐久市災害ボランティアセンター設置要綱及び運営要綱等について
　　・令和３年度新規事業について
　　・同一労働同一賃金の対応について
　　・佐久市社協の経営強化について　　他
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法人運営全般　　　〔総務課〕

1

○事務事業改革検討プロジェクトチームにおける検討
　　令和２年度は、各課より９名の正規職員を選出し、「佐久市社協のホームページの仕組みや
　　実務を理解し、魅力的なホームページを作成する」をテーマに、６月から６回会議を開催
　　した。
　　市民の方が社協の事業を探しやすいトップページの表記の仕方について協議・検討を行い、
　　トップページから各事業の紹介が検索しやすくなるよう構成を考えた。令和３年度には社協
　　ホームページのシステムが更新の時期を迎えるため、更新のタイミングに合わせ見やすい
　　ホームページでの運用を目指す。

○文書整理
　　社協の保有している文書について現況を確認し、保存年月等のルールを見直すことで、
　　重要書類と不要な書類の整理を進めた。

○グループウェアの導入
　　職員間の情報共有を目的に、グループウェアを導入した。各正規職員の予定表や重要事項等
　　を周知する掲示板機能などがあり、情報の共有・見える化を進めることができた。

○経理・財務
　・顧問税理士との業務委託契約
　　　契約先：エイワ税理士法人
　　　契約額：月額 16,500円、決算業務時 55,000円

　・基金の管理と運用
　　経常外収支については、基金・積立金の性質と事業計画との調整を図りながら、有効的な
　　運用ができるように管理をした。また、基金と積立金の運用についても元本保証を前提とし
　　ながら、利息収入等が増加できるような運用を図った。
　　(資金運用会議　6月25日　3月19日　開催)
　
　・車輌管理
　　車輌の老朽化により維持費が増大するため、車輌の更新計画をたて、効率的な運用ができる
　　ようにした。
　　　新規取得車輌　　2台　　　　　車輛売却　　1台
　　　廃車車輌　　　　7台
      市への返還車輌　1台

○労務・人事管理
　・不合理な待遇差をなくすための規定や職務内容の整備
　　（働き方改革に伴う同一労働同一賃金の取り組み）
　　令和3年度からの実施に向けて、社協で業務委託をお願いしている社会保険労務士に相談を
　　しながら、賃金体系・勤務体制・各種手当・休暇等について見直しを行った。
　　見直し内容については、11月～1月にかけて全職員に対して説明会を開催するとともに、
　　規程等の整備を行った。
　　　正規職員への説明会　11月13日（水）
　　　臨時職員への説明会　 1月12日（火）～18日（月）の5日間

　・新給与システムの運用
　　旧システムのリース期間満了により、７月より新給与システムの運用を開始した。
　　勤怠状況や有給取得などの管理面で改善が図られており、データの蓄積やシステムの設定が
　　さらに進むことで、労務管理の事務作業を効率的に行うことができた。

事業№
事業名

事業概要・報告
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事業№
事業名

事業概要・報告

1

法人運営全般　　　〔総務課〕

　・処遇改善加算
　　介護職員の働きやすい環境を整備するため、処遇改善加算区分Ⅰの取得と特別処遇改善加算
　　の取得を目指し検討した。
　　介護労働安全センターによる、処遇改善加算に詳しい社会保険労務士が無償で相談にのって
　　いただける制度を活用し、令和3年4月から加算取得ができるよう準備を進めた。

○職員採用
　・令和3年4月新規正規採用の職員採用試験第１次試験を9月20日、第2次試験を11月11日に実施
　　したが、新規採用には至らなかった。
　・ハローワークなどを利用し随時臨時職員の募集を行った。

○職員研修の実施
【第1回】7月 9日（木） 午後6時～7時　参加者56名
　・働き方改革について
      講師：宮沢啓子社会保険労務士
　
【第2回】8月 2日（土） 午後1時30分～　　　8月8日（土）9時30分～
　・災害ボランティア講座
     ＊新型コロナ感染症　感染警戒レベル2が県内全域に発令されたことにより中止

【第3回】9月10日（木)  午後6時～7時　参加者43名
　・佐久市社会福祉協議会の「経営」について
　　　～令和元年度決算から見る佐久市社協の状況と令和3年度予算に向けて～
　　　講師：総務課　佐藤博美主査

【第4回】11月7日（土）午後1時～3時30分　参加者25名
　・佐久地区ボランティア・地域活動フォーラム　　　小諸市文化センター
　　　パネルディスカッション「台風19号災害を振り返って」
　　　事例発表　「コロナ禍のボランティア活動及び地域活動」
　
【第5回】2月8日（月）運営会議終了後　参加者15名
　・労務管理について
　　　講師：総務課　宮坂路敏主事

【その他】
　・処遇改善加算の取得について
　　　講師：社会保険労務士　大澤浩二氏
　
○相談援助実習生の受入のための研修
　・社会福祉士実習指導者講習会の受講　1名

○災害ボランティアセンターの運営体制づくり
　・令和元年東日本台風(台風第19号）での災害ボランティアセンター運営の教訓を踏まえる
　　とともに、新型コロナウイルス感染症への対策も考慮して、規程やマニュアルの改訂を
　　行った。
　　また、様々な業務につく職員がボランティアセンターの役割を理解し、平時の取組と備えに
　　ついて検討することで、連携強化を図りなから運営体制の構築を検討している。
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　・佐久地区ボランティア・地域活動フォーラム（第4回職員研修を兼ねる）
　　　日時：11月7日（土）午後1時～3時30分
　　　場所：小諸市文化センター
　　　内容：パネルディスカッション「台風19号災害を振り返って」
　　　　　　事例発表　「コロナ禍のボランティア活動及び地域活動」

○高齢者緊急連絡票の作成と配付
　70歳以上のひとり暮らし高齢者を対象に、訪問者が緊急時に家族や関係機関へ速やかに連絡
　するための「緊急時連絡票」を、民生児童委員のご協力を得て、希望者へ配付した。

収入　84,137,997 円　　支出　79,680,669 円　　収支差額　4,457,328 円

事業№
事業名

事業概要・報告

法人運営全般　　　〔総務課〕

1

○職員の健康管理
　・職員健康診断の実施
　・新型コロナウイルス感染症予防の啓発、消毒の実施、職員時差出勤の実施

○職員互助会
　・役員会、定期総会の開催

○表彰審査委員会の開催
　10月22日（木）午前9時30分～
　審査委員　　10名
　会長表彰・感謝状を贈呈して行う表彰対象者の審査

○表彰式の開催
　12月7日（月）午後1時30分～
　野沢会館　佐久広域連合　講堂
　（1）会長表彰
　　　寝たきり高齢者等模範介護者表彰　8名
　　　社会福祉功労者（団体）表彰　　　6団体
　※佐久市社会福祉大会が新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となったため、表彰式
　　のみ行った。

○佐久ブロックの活動（ブロックの役割：監事）
　・県社協を中心に佐久市、小諸市、南・北佐久郡の町村の社協で組織されおり、近隣社協での
　　情報共有や連携を目的としている。
　・事務局連絡会議
　　　日時：令和2年8月24日(月）　オンライン会議
　　　内容：令和元年度事業報告
　　　　　　令和元度決算
　　　　　　令和2年度事業計画
　　　　　　令和2年度予算

2

理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

○理事会・評議員会・監事の役割・評議員選任・解任委員会の開催について社会福祉法を
　遵守し、会務の運営を行った。

○理事会の開催
【第1回理事会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日　4月 7日（火）
　　議案第 1号　理事選任のための第1回評議員会の開催について
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2

理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

【第2回理事会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日　4月24日（金）
    議案第 2号　常務理事の選定について
　  議案第 3号　評議員選任・解任委員会委員の解任及び選任について
　  議案第 4号　評議員の解任及び選任候補者の推薦について

【第3回理事会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日　5月22日（金）
    議案第 5号　評議員補欠候補者の推薦について
　  議案第 6号　理事補欠選任のための第2回評議員会の開催について

【第4回理事会】
　6月5日（金）　午後1時30分～2時55分
　野沢会館　多目的ホール
  出席理事10名、欠席理事1名、出席監事1名
　　会長専決事項の報告
　　（1）職員給与規程の一部を改正する規程の制定について
　　（2）表彰規則の一部を改正する規則の制定について
　　（3）車両管理要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（4）慶弔規程の一部を改正する規程の制定について
　　（5）敬老会助成金交付要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（6）事務事業改革検討プロジェクトチーム設置要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（7）相談事業運営要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（8）ファミリーサポート事業要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（9）通所介護事業所運営規程の一部を改正する規程及び認知症対応型通所介護事業所運営
　 　　　規程の一部を改正する規程並びに地域密着型通所介護事業所運営規程の制定について
　 （10）認知症対応型通所介護事業所運営推進会議要綱の一部を改正する要綱及び地域密着型
 　　　　通所介護事業所運営推進会議要綱の制定について
　 （11）特定相談支援事業所運営要綱の一部を改正する要綱の制定について
　
    議案第 7号　令和元年度事業報告について
　  議案第 8号　令和元年度会計決算について
　　議案第 9号　令和2年度会計補正予算（第1号）について
　　議案第10号　令和2年度定時評議員会の開催について

【理事会】
　10月28日（水）　午前10時～11時15分
　野沢会館　佐久広域連合　講堂
  出席理事10名、欠席理事1名
　　協議事項
　　（1）佐久市社会福祉協議会 発展・強化（改善）計画策定に向けてについて
　　（2）新規事業　多機能型生活介護・放課後等デイサービス事業について
　※佐久市社協発展のため、理事の皆様からご意見をいただく理事会を開催した。

事業№
事業名

事業概要・報告

【第5回理事会】
　12月1日（火）　午後1時28分～2時30分
　野沢会館　佐久広域連合　講堂
  出席理事8名、欠席理事3名、出席監事1名
　　会長専決事項の報告
　　（1）職員給与規程の一部を改正する規程の制定について
　　（2）規程等改正基準の一部を改正する基準の制定について
　
    議案第11号　定款の一部を改正する定款の制定について
　  議案第12号　経理規程の一部を改正する規程の制定について
　　議案第13号　特定相談支援事業所運営要綱を廃止する要綱の制定について
　　議案第14号　特定相談支援事業所運営規程の制定について
　　議案第15号　生活介護事業所運営規程の制定について
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　  議案第16号　放課後等デイサービス事業所運営規程の制定について
　　議案第17号　令和2年度会計補正予算（第2号）について
　　議案第18号　令和2年度第3回評議員会の開催について

　協議事項
　　佐久市社会福祉協議会 発展・強化（改善）計画（案）の策定について

理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

【第6回理事会】
　3月16日（火）　午前9時58分～11時51分
　野沢会館　佐久広域連合　講堂
  出席理事9名、欠席理事2名、出席監事1名
　　議案第19号　定款の一部を改正する定款の制定について
　  議案第20号　組織規程の一部を改正する規程の制定について
　　議案第21号　処務規程の一部を改正する規程の制定について
　　議案第22号　公印管理要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　議案第23号　経理規程の一部を改正する規程の制定について
　  議案第24号　職員就業規則の一部を改正する規則の制定について
　　議案第25号　その他の職員の就業規則を廃止する規則の制定について
　　議案第26号　契約職員就業規則の制定について
　　議案第27号　契約職員給与規程の制定について
　  議案第28号　評議員選任・解任委員会委員の選任について
　　議案第29号　令和2年度会計補正予算（第3号）について
　　議案第30号　令和3年度事業計画について
　　議案第31号　令和3年度会計予算について
　  議案第32号　令和2年度第４回評議員会の開催について

　協議事項
　　佐久市社会福祉協議会 発展・強化（改善）計画について

　　会長専決事項の報告
　　（1）職員給与規程の一部を改正する規程の制定について
　　（2）職員懲戒処分等の要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（3）資格取得助成要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（4）事務事業改革検討プロジェクトチーム設置要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（5）佐久市災害ボランティアセンター設置要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（6）佐久市災害ボランティアセンター運営要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（7）敬老会助成金交付要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（8）社会福祉普及校指定事業実施要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（9）ふれあいいきいきサロン事業助成金交付要綱の一部改正する要綱の制定について
　 （10）特定相談支援事業所運営規程の一部を改正する規程の制定について
　 （11）訪問介護事業所運営規程を廃止する規程の制定について
　 （12）障害福祉サービス事業所運営規程を廃止する規程の制定について
　 （13）介護予防訪問型事業所（訪問型サービスA）運営規程を廃止する規程の制定について
 　（14）規程等改正基準の一部を改正する基準の制定について

○評議員会の開催
【第1回評議員会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日 4月10日（金）
　　議案第 1号　理事の選任について

【第2回評議員会（書面議決）】
　決議があったとみなされた日 6月 1日（月）
　　議案第 2号　理事の選任について

事業№
事業名

事業概要・報告

2
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2

事業№
事業名

事業概要・報告

理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

【定時評議員会】
　6月19日（金）　午後3時30分～4時45分
  野沢会館　205号室
　出席評議員13名、欠席評議員2名、出席監事１名
　　会長専決事項の報告
　　（1）職員給与規程の一部を改正する規程の制定について
　　（2）表彰規則の一部を改正する規則の制定について
　　（3）車両管理要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（4）慶弔規程の一部を改正する規程の制定について
　　（5）敬老会助成金交付要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（6）事務事業改革検討プロジェクトチーム設置要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（7）相談事業運営要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（8）ファミリーサポート事業要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（9）通所介護事業所運営規程の一部を改正する規程及び認知症対応型通所介護事業所運営
　 　　　規程の一部を改正する規程並びに地域密着型通所介護事業所運営規程の制定について
　 （10）認知症対応型通所介護事業所運営推進会議要綱の一部を改正する要綱及び地域密着型
 　　　　通所介護事業所運営推進会議要綱の制定について
　 （11）特定相談支援事業所運営要綱の一部を改正する要綱の制定について

　　議案第 3号　令和元年度事業報告について
　　議案第 4号　令和元年度一般会計決算について
　　議案第 5号　令和2年度会計補正予算（第1号）について

【評議員会】
　10月28日（水）　午後1時30分～2時35分
　野沢会館　野沢会館ホール
　出席評議員13名、欠席評議員2名
　（1）佐久市社会福祉協議会発展・強化（改善）計画策定に向けてについて
　（2）新規事業　多機能型生活介護・放課後等デイサービス事業について
　※佐久市社協発展のため、評議員の皆様からご意見をいただく評議員会を開催した。

【第3回評議員会】
　12月18日（金）　午後1時30分～2時30分
  野沢会館　佐久広域連合　講堂
　出席評議員11名、欠席評議員4名
　　議案第 6号　定款の一部を改正する定款の制定について
　　議案第 7号　令和2年度会計補正予算（第2号）について
　
　　会長専決事項の報告
　　（1）職員給与規程の一部を改正する規程の制定について
　　理事会議決事項の報告
　　（1）経理規程の一部を改正する規程の制定について
　　（2）特定相談支援事業所運営要綱を廃止する要綱の制定について
　　（3）特定相談支援事業所運営規程の制定について
　
　　協議事項
　　（1）佐久市社会福祉協議会 発展・強化（改善）計画（案）の策定について
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事業№
事業名

事業概要・報告

【第4回評議員会】
　3月23日（火）　午後1時28分～2時53分
  野沢会館　佐久広域連合　講堂
　出席評議員14名、欠席評議員1名
　　議案第 8号　定款の一部を改正する定款の制定について
　　議案第 9号　令和2年度会計補正予算（第3号）について
　　議案第10号　令和3年度事業計画について
　　議案第11号　令和3年度会計予算について

　協議事項
　　佐久市社会福祉協議会 発展・強化（改善）計画の策定について

理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

　会長専決事項の報告
　　（1）職員給与規程の一部を改正する規程の制定について
　　（2）職員懲戒処分等の要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（3）資格取得助成要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（4）事務事業改革検討プロジェクトチーム設置要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（5）佐久市災害ボランティアセンター設置要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（6）佐久市災害ボランティアセンター運営要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（7）相談事業運営要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（8）敬老会助成金交付要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（9）ふれあいいきいきサロン事業助成金交付要綱の一部改正する要綱の制定について
　 （10）特定相談支援事業所運営規程の一部を改正する規程の制定について
　 （11）訪問介護事業所運営規程を廃止する規程の制定について
　 （12）障害福祉サービス事業所運営規程を廃止する規程の制定について
　 （13）介護予防訪問型事業所（訪問型サービスA）運営規程を廃止する規程の制定について
　 （14）規程等改正基準の一部を改正する基準の制定について

　理事会議決事項の報告
　　（1）組織規程の一部を改正する規程の制定について
　　（2）処務規程の一部を改正する規程の制定について
　　（3）公印管理要綱の一部を改正する要綱の制定について
　　（4）経理規程の一部を改正する規程の制定について
　　（5）職員就業規則の一部を改正する規則の制定について
　　（6）その他の職員の就業規則を廃止する規則の制定について
　　（7）契約職員就業規則の制定について
　　（8）契約職員給与規程の制定について
　　（9）評議員選任・解任委員会委員の選任について

○評議員選任・解任委員会の開催
【第1回評議員選任・解任委員会（書面議決）】
　5月29日（金）
　委員5名
　議案第1号　委員長選出
　議案第2号　評議員の解任及び選任決定について

○事業及び会計の監査
【令和元年度監査】
　5月27日（木）　午前9時～正午　　野沢会館　205号室
　出席監事2名
　（1）令和元年度事業執行状況
　（2）令和元年度決算財産状況
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【令和2年度中間監査】
　11月12日（木）　午前9時～正午　　野沢会館　多目的室1号・２号
　出席監事2名
　（1）令和2年度上半期会計報告
　（2）令和2年度上半期事業報告

3

社協会員の加入促進　　〔総務課〕

○社協の事業等に賛同いただき、地域住民の参加・支持を基盤に福祉サービスを展開していくた
　め、会員（会費）の募集を行った。
　年々ご協力いただく会費が減少傾向にあるが、唯一の自主財源であるため、広く市民の皆様に
　支えていただけるよう、社協広報誌「ぴーぷる」等を活用しＰＲを行った。

収入　1,759,772 円　支出　1,759,772 円　　収支差額　0 円

収入　1,021,481 円　支出　1,021,481 円　　収支差額　0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

理事会・評議員会の開催　　〔総務課〕

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

会員数 21,700件 22,232件 22,525件 22,665件
会費額 21,700,000円 21,678,664円 21,966,030円 22,125,638円
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　収入 20,010,293 円　　支出　19,134,733 円　　収支差額　875,560 円

地域福祉拠点区分（福祉課運営）

　収入 78,705,060 円　　支出　78,705,060 円　　収支差額　0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

4

福祉課運営

〇新型コロナウイルスの感染拡大により、人と人との接触機会が制限されたことにより、地域で
　のつながりづくりとして実施してきたふれあいいきいきサロンやボランティア講座、地区社会
　福祉協議会事業等の活動に大きな影響を受けた。
〇新型コロナウイルス感染拡大への対応として、生活福祉資金特例貸付事業の緊急小口資金や総
　合支援資金、緊急食糧支援対応としてフードドライブ事業を実施した。後期、コロナ禍が長期
　化する中で、つながりを途切れさせない活動の工夫を凝らした新たな取り組みを行った。

地域福祉拠点区分（共同募金サービス区分）

5

敬老会助成事業　　〔総務課〕

○老人の日を中心として、老人週間が設けられている。この期間に、広く市民が高齢者の福祉に
　ついての関心と理解を深め、更には多年にわたり社会に尽くしてきた高齢者を敬愛し、長寿を
　祝うため敬老会を実施した地区に対し助成。70歳以上の高齢者に対して一人600円（市300円＋
　社協300円）の助成金を交付した。

　・当初対象予定者数　　 :25,130人
　・申請者(交付決定者)数：21,978人　申請率87.5％
　・助成金額:13,112,902円
　
【申請状況】（　）内は昨年度末申請者数
　　佐久：14,856人　（14,495人）
　　臼田： 3,545人 　（3,419人）
　　浅科： 1,532人   （1,466人）
　　望月： 2,045人　 （2,166人）
  　合計：21,978人　（21,546人）

収入　13,147,965 円　支出　13,147,965 円　　収支差額　0 円

6

佐久市災害ボランティアセンター事業　　〔総務課〕〔福祉課〕

〇被災地域の被災者支援活動
　被災地域の被災者の見守り支援や生活状況を知るため、ボランティア派遣を行った地域及び
　訪問先を中心に訪問調査を行った。
　　・調査日期間：令和2年6月22日（月）～7月3日（金）
　　　　　　　　：令和2年12月15日（月）～令和3年2月26日（金）
　　・件　　数　：対象84件×2回
　　・調査対象　：ボランティア派遣をした家とその周辺
　　・調査方法　：訪問調査
　　・調 査 者　：職員

〇令和2年度佐久市総合防災訓練
　＊新型コロナウィルス感染拡大防止のため事業中止
　　・訓 練 日　:令和2年8月23日（日）午前8時30分～11時30分
　　・訓練会場　:県民佐久運動広場運動場、野沢小学校
　　・訓練内容　:災害ボランティア体験の指導及び確認等

収入　902,000 円　支出　902,000 円　　収支差額　0 円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

申請者数 25,130人 21,978人 21,546人 21,075人
助成額 15,078,000円 13,112,902円 12,927,600円 12,645,000円

※新型コロナウイルス感染症拡大防止

の観点から、祝い品の配布のみを行っ

たため、一人当たりの助成金額が600

円以下となった地区が2地区あった。
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事業№
事業名

事業概要・報告

7

社会福祉普及校指定事業　　〔福祉課〕

○児童・生徒・学生が、体験をとおして社会福祉の理解と関心を高め、日常生活の中に思いやり
　の心を育むための活動を行っている小学校、中学校、高等学校、大学等へ助成を行った。
　　【社会福祉普及校指定校】
　　22校（1校：30,000円）
　　・小学校 　13校（佐久平浅間・平根・中佐都・泉・岸野・中込・東・田口・切原・青沼・
　　　　　　　　　　臼田・浅科・望月）
　　・中学校　　5校（野沢・東・臼田・浅科・望月）
　　・高等学校　3校（佐久平総合技術臼田キャンパス・寺小屋高等学院・地球環境）
　　・大学等　　1校（佐久大学）
　

○小・中・高校生等を対象に、障がいのある方の講話や車いす、手話、点字体験等を行う福祉体
　験教室を開催し、福祉に対する理解を深め、思いやりの心を育む学習を行った。
　　　【福祉体験教室開催校】
　　・小学校：　4校（佐久平浅間・東・青沼・切原）
　　・中学校：　5校（東・野沢・臼田・浅科・望月）
　　・高等学校：1校（寺小屋高等学院佐久岩村田キャンパス）
　　・企業：佐久平駅・上田駅合同体験（手話・点字によるサービス対応）
　　・内容：点字体験、認知症サポーター養成講座、高齢者疑似体験
　　　　　　車いす体験、ブラインドマラソン体験、手話体験等

収入　861,237 円　支出　701,237 円　　収支差額　160,000 円

8

佐久市社会福祉大会の開催及び長野県社会福祉大会への参加　〔総務課〕

○佐久市社会福祉大会の開催（佐久市と共催）
　開催予定日：11月19日（木）　会場：佐久平交流センター
＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

○信州ふっころフェスティバル（長野県社会福祉大会）
　開催日：11月3日（火）
　被対面型オンライン配信

収入　182,000 円　支出　22,440 円　　収支差額　159,560 円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

小学校 15校 13校 16校 14校
中学校 5校 5校 7校 5校
高等学校 4校 3校 5校 4校
大学・専門学校 1校 1校 2校 1校

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

体験教室開催校 7校 10校 13校 8校
延開催数 50回 68回 49回 15回

18



収入　681,353 円　支出　681,353 円　　収支差額　0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

10

共同募金助成事業（福祉団体助成）　　〔総務課〕

○共同募金委員会で決定された共同募金の配分金を、申請のあった福祉団体の行なう事業に交付
　し活動を支援した。また、民生児童委員協議会には社協会費を財源として助成金の交付を行っ
　た。

【交付団体】
　佐久市民生児童委員協議会　　　佐久市老人クラブ連合会　　　佐久市赤十字奉仕団
　佐久市戦没者遺族会　　　　　　佐久市保護司会　　　　　　　佐久市身体障害者福祉協会
　佐久市手をつなぐ育成会　　　　佐久市更生保護女性会　　　　佐久聴覚障害者協会
　佐久手話サークル　　　　　　　佐久市保育協会　　　　　　　佐久市保育園保護者会連合会
　佐久市食生活改善推進協議会　　佐久肢体不自由児(者)父母の会
　　　　14団体

○令和元年東日本台風で被災された世帯に、共同募金の配分金を財源に1世帯5,000円の災害見舞
　金を支給した。（3件　15,000円）
○火災等で被災された世帯に、災害見舞金等の支給をした。（11件　290,000円）

収入　1,827,526 円　支出　1,450,526 円　　収支差額　377,000 円

9

結婚相談所の開設及び事業の充実　　〔福祉課〕

○出逢いの機会が少ない結婚を希望する男女に、出逢いの場を提供。
　月2回 日曜日に開催
　（内、隔月で平日の夜間）
　相談員6名体制で対応。
　・延相談件数：204件（男性 137件　女性 67件）
　・登録者　　：154人（内57人新規登録者）
　・見合い件数： 28件、成婚1組　・マッチング登録者：14人、成婚1組
　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4月15日から6月7日は相談所休止

結婚イベントの開催〔福祉課〕

〇ここから始まる素敵な出逢い♪2020　ぶんつう婚活
　・実施期間：令和2年12月～令和3年3月
　・申込者　：77人（男性42人　女性35人）
　・成立カップル　：37組

11

社協ホームページ等の活用　　〔総務課〕

○パソコンやスマートフォンの普及により、社協事業の情報発信のための重要なツールとなって
　いることから、情報の更新を頻繁に行ない、分かりやすいホームページとなるように構成や更
　新を行った。
　事務事業改革検討プロジェクトチームにおいても、魅力的なホームページを作成することを
　目標に検討をすすめた。令和3年度のホームページ更新時期に合わせトップページ等の編集を
　行う計画とした。

　ホームページアクセス数　　　17,232件
　ツイッターフォロワー　　　　 　804件

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

延相談件数 211件 204件 235件 169件

見合い件数 25件 28件 34件 32件

成婚数 3件 1件 4件 1件

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

閲覧数 15,000件 17,232件 35,483件 11,373件
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社協報広報「ぴーぷる」の発行　　〔総務課〕

○社協事業を広く市民に理解していただくために、社協広報誌「ぴーぷる」を奇数月に発行して
　いる。
　今年度は年間の掲載計画を作成し、各事業等の開催に合わせて効果的な事業ＰＲができるよう
　に計画的に進めた。
 

収入　2,187,540 円　支出　2,187,540 円　　収支差額　0 円

11

事業№
事業名

事業概要・報告

紙の門松の発行

○紙の門松
　12月初旬に1世帯2枚を目安に各戸へ配布した。
　　・作成枚数　71,500枚

13

誰もが安心して暮らせるまちづくり事業　　〔福祉課〕

〇障がい者や高齢者、乳幼児をお連れの方などが、安心してまちに外出し、行動範囲を拡大でき
　るよう、市内の公共施設や商業施設等のバリアフリー情報を社協ホームページで提供。
・新規掲載：公共施設　１件、商業施設　１件

収入　37,052 円　支出　37,052 円　　収支差額　0 円

12

希望の旅事業の実施　　〔福祉課〕

○介護保険サービスを利用していない、普段外出することの少ない障がいがある方やその家族を
　対象に社会交流の場を提供し、生きがいづくり等を高められるよう開催。
　・開催日：令和2年9月8日（火）
　・場　所：佐久市臼田総合福祉センターあいとぴあ臼田
　・内　容：ボランティアグループによる演奏会とハンドマッサージ（希望者）
　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業中止

収入　183,620 円　支出　4,620 円　　収支差額　179,000 円

14

共同募金の募集推進及び配分金の効果的活用（事務局）　〔総務課〕

○佐久市共同募金委員会
　長野県共同募金会の内部組織として設置し、運営委員会と審査委員会を設けることで募金配
　分の透明化を図るよう取組を行った。
　
　・共同募金委員会役員構成
　　会長 1名　副会長 1名　運営委員 7名　監事 2名　審査委員 7名
　
○運営委員会の開催
【第1回運営委員会（書面議決）】
　　決議があったとみなされた日 6月19日
　　議案第 1号　令和元年度社会福祉法人長野県共同募金委員会佐久市共同募金委員会事業報告
　　　　　　　　について
　　議案第 2号　令和元年度社会福祉法人長野県共同募金委員会佐久市共同募金委員会決算報告
　　　　　　　　について
　　議案第 3号　審査委員の選任について

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

発行部数 211,800部 211,800部 211,800部 211,800部

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

発行部数 71,500枚 71,500枚 71,500枚 71,200枚
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○安心・安全なまちづくり活動公募配分事業
　令和2年度申請区：本新町区・志賀下宿区・平賀新町区「わの会」

〇共同募金の募集期間（10月～3月）
　・区長、赤十字奉仕団等の協力のもと、佐久市内の各世帯に募金をお願いした。
　・法人へのダイレクトメールによるお願いや、学校を訪問し、児童・生徒への募金をお願い
　　した。

14
○事業及び会計監査
　5月13日（水）新型コロナウイルス感染拡大防止のため監査員宅を訪問し監査を受けた。
　令和元年度佐久市共同募金委員会事業執行監査
　令和元年度佐久市共同募金委員会決算監査

○地域生活支援公募配分事業
　佐久聾太鼓演奏活動　　　　　　50,000円
　うちやま”灯の家サロン”事業　50,000円

事業№
事業名

事業概要・報告

【第2回運営委員会（書面議決）】
　　決議があったとみなされた日 7月17日
　　議案第 4号　令和2年度の募金募集の目標額設定のための申請事業審査の結果報告について

【第3回運営委員会（書面議決）】
　　決議があったとみなされた日 　3月18日
　　報告事項　　令和3年度の共同募金配分団体及び事業について
　　議案第 5号　令和3年度社会福祉法人長野県共同募金会佐久市共同募金委員会事業計画
　　　　　　　　について
　　議案第 6号　令和3年度社会福祉法人長野県共同募金会佐久市共同募金委員会予算につ
　　　　　　　　いて

○審査委員会の開催
【第1回審査委員会】
　　7月10日（金）午後1時30分～
　　委嘱書交付
　　委員長・副委員長選出
　　令和2年度の募金募集の目標額設定のための事業審査について

【第2回審査委員会】（書面審査）
　　決議があったとみなされた日　3月6日
　　令和2年度の募金結果を受けての募金配分額の再審査について

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

戸別募金 12,780,000円 12,420,642円 12,732,226円 12,503,166円
法人募金 3,000,000円 2,629,832円 3,226,632円 3,018,733円
学校募金 20,000円 134,966円 85,386円 136,196円
その他 13,946円 36,341円 127,048円
合　計 15,800,000円 15,199,386円 16,080,585円 15,785,143円
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地域福祉拠点区分（地域福祉サービス区分）

　収入　3,616,063 円　　支出　3,616,063 円　　収支差額　 0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

○子育てグループ活動の支援　〔福祉課〕

　・子育てサークルについては、1団体（おひさま会）が利用している。
　・利用頻度　：毎週２回利用（月・木）　午前10時00分～11時30分
　・内容　　　：遊具を使用し乳児たちの遊び、ママたちの情報交換など
　・利用対象者：0歳から2歳児の乳児、親子
　・支援内容　：・他のボランティアグループと情報交換を図れるよう調整していく。
　　　　　　　　・子育てグループと社協で連携し、ファミリーサポート事業等に協力を仰
　　　　　　　　　ぐ。

○佐久ふれあい広場の開催　〔福祉課〕

　障がいの有無、老若男女を問わず、みんなが集い、ともに「出会い・ふれあい・語り合い」
　の場の提供を目的に佐久ふれあい広場を開催している。
　　開催予定日：10月18日（日）　　第1回実行委員会：6月25日（木）18：30～
　＊第1回実行委員会において、新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業中止とした。

○緊急対応　フードドライブ事業　〔福祉課〕

　新型コロナウイルス感染症拡大によって、休業者や失業者が増加しており、その影響で日々
　の食事にも困窮されている方が増えたため、困窮家庭への食糧支援として緊急的に取り組ん
　だ。
　　・活動資金　：新型コロナ感染下の福祉活動応援キャンペーン「フードバンク活動助成」
　　・活動期間　：令和2年6月1日（月）～令和3年3月31日（水）
　　・協力者延数：138人
　　・食品点数　：2,891点
　　・ボランティア延数：20人
　　・提供先　　：佐久市生活就労支援まいさぽ佐久、市内の福祉施設
　　　　　　　　　県内障害者福祉施設、生活困窮者等

　　〇佐久大学への食品提供
　　・開催日：令和3年1月21日（木）　10時00分～10時30分
　　・会　場：佐久大学
　　・食品内容：米、調味料、インスタント食品、飲み物、お菓子200点
　

収入　1,963,090 円　支出　1,963,090 円　　収支差額　0 円

15

ボランティアセンター機能の充実　　〔福祉課〕

○社協本所、各支所にボランティアセンターを設置し、ボランティアコーディネーターを配置
　し、センター機能の充実を図り、ふれあいいきいきサロン等で収集した情報や住民のニーズ
　に沿ったボランティアの養成講座を開催した。
○ボランティア登録したグループが、佐久市福祉総合センターを利用している。新規利用希望
　グループについては、登録が必要となる。

○ボランティアの育成　　〔福祉課〕

　ボランティアの相談・斡旋・登録等を行うとともに、ボランティアの育成とボランティア
　保険の加入手続きを行った。
　
　 令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

登録団体数 120団体 102団体 120団体 102団体
登録者数 8,000人 3,192人 8,431人 7,873人
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事業№
事業名

事業概要・報告

16

ファミリーサポート事業「ほっと・ホット」　　〔福祉課〕

○育児と介護の両方に関わる紹介・支援を有償で行った。
　・育児支援は、子育て中の家族等を対象に、冠婚葬祭や病気治療のための通院の際の一時預
　　かり等の支援。また、介護支援は、介護保険サービスでは対応できない生活課題への支援
　　や、介護を必要とする家族や本人の家事援助等の支援。
　・社協は仲介を行い、支援会員との調整を行った。
　・登録支援会員  ：育児　47名、介護　74名　　両方会員 46名
　・実活動支援会員：育児　12名、介護　23名　　両方　　　6名
　・利用者        ：育児　 9名、介護　36名
　・延利用時間    ：育児　337.5時間、　介護　662.45時間
（主な支援内容）
　・育児支援：一時預かり、託児
　・介護支援：掃除、通院援助等
　　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和2年4月15日（水）から5月29日（金）
　　　と、令和3年1月12日（火）から1月25日（月）活動休止。

ファミリーサポート事業育児¨助っ人¨養成講座・支援会員研修会　〔福祉課〕

〇育児助っ人養成講座　（新規支援会員登録者数：11名）
　（第1回目）
　・開催日：11月25日（水）13時30分～15時00分
　・会　場：野沢会館
　・内　容：子どもの関わり方と遊び方
　・参加者：13名
　（第2回目）
　・開催日：12月9日（水）13時30分～15時00分
　・会　場：野沢会館
　・内　容：小児看護の基本（佐久総合病院出前講座）
　・参加者：14名
　（第3回目）
　・開催日：12月23日（水）13時30分～15時00分
　・会　場：野沢会館
　・内　容：読み聞かせのポイント
　・参加者：15名
　
○ファミリーサポート事業支援会員研修会
　・開催日：令和3年3月12日（金）10時～11時30分
　・会　場：あいとぴあ臼田　ホール
　・内　容：「利用者への寄り添い方」　～障がいを知る～
　・参加者：43名

収入　116,192 円　支出　116,192 円　　収支差額　0 円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者（育児） 10名 9名 14名 11名
延利用時間（育児） 150時間 338時間 279時間 215時間
利用者（介護） 30名 36名 41名 47名
延利用時間（介護） 400時間 663時間 856時間 1,080時間
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17

ふれあいいきいきサロン事業　　〔福祉課〕

○地区集会施設等を利用して、高齢者の閉じこもり予防､認知症予防を目的に､区単位でサロン
（お茶飲み会）を開催。行政及び地域包括支援センター等と連携を図り､未開催地区の立ち上
  げを図り市内全地区で開催を目指した。
　コロナ禍においても、検温・手指消毒・マスク着用を行い、少しでも安心して参加できるよ
　う工夫して開催した。

　<実施地区>
　･佐　久   19地区  延参加者：953人
　･臼　田 　 4地区　延参加者：307人
　･浅　科  　3地区　延参加者：305人
　･望　月 　12地区　延参加者：406人　　　合計：38地区　総延参加者：1,971人

　〈開催場所〉
　・各地区公民館、佐久市老人福祉センター長寿閣、佐久市望月老人福祉センター
　
　〈主なサロン活動内容〉
　・体操､講話､物作り､歌など

ふれあいいきいきサロン世話人交流会事業　　〔福祉課〕

○ふれあいいきいきサロン世話人等を対象に、資質向上と世話人同士の情報交換のため、
　世話人交流会を開催した。
　（1回目）
　・開催日：令和3年2月22日（月）10時30分～11時30分、13時30分～14時30分
　・会　場：浅科保健センター
　・参加者：22名
　（2回目）
　・開催日：令和3年2月26日（金）10時30分～11時30分、13時30分～14時30分
　　　　　　　　　　　　　　　　15時00分～16時00分
　・会　場：あいとぴあ臼田
　・参加者：59名
　（3回目）
　・開催日：令和3年3月2日（火） 10時30分～11時30分、13時30分～14時30分
　　　　　　　　　　　　　　　　15時00分～16時00分
　・会　場：佐久市福祉総合センター
　・参加者：56名

収入　349,228 円　支出　349,228 円　　収支差額　0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

開催区数 50区 38区 140区 159区
延参加者数 1,000人 1,971人 11,770人 12,325人

24



事業№
事業名

事業概要・報告

18

安心コール事業　　〔福祉課〕

○希望する70歳以上のひとり暮らし高齢者等に、ボランティアが電話による安否確認と話し
　相手を行う。コールの頻度は、登録者の希望にあわせ登録者が何日も電話に出ない日が続い
　た場合は、関係機関に情報を繋いだ。
・実施日数　　 : 230日
・登 録 者　 　:  86名（内訳：佐久45名　臼田21名　浅科7名　望月13名）
・延コール回数 :3,269回
・ボランティア延活動人数：226人
　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和2年4月15日（水）から5月29日（金）
　　事業休止。

収入　193,016 円　支出　193,016 円　　収支差額　0 円

19

お元気レター事業　　〔福祉課〕

○ボランティアが描いた絵手紙を、希望する70歳以上のひとり暮らし高齢者等に郵送し、その
　絵手紙を通して高齢者の孤独感を解消し、安心して生活していただくためのお手伝いとして
　事業を実施した。
　・登 録 者　    :　615名（内訳：佐久408名　臼田104名　浅科26名　 望月77名）
　・延利用者数 　 :1,839人
　・延ボランティア数:　 76名

収入　223,693 円　支出　223,693 円　　収支差額　0 円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

実施日数 200日 230日 213日 246日
延ボランティア数 200人 226人 217人 249人
登録者 94名 86名 95名 116名
延コール回数 3,000回 3,269回 3,052回 3,891回

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

登録者 615名 615名 644名 729名
延利用者数 1,900人 1,839人 1,921人 2,304人
延ボランティア数 80人 76人 106人 104人
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事業№
事業名

事業概要・報告

20

災害ボランティア講座の開催　　〔福祉課〕

○防災に係る意識や心構えの習得と防災力を高めるため開催。
　＊新型コロナウィルス感染拡大防止のため事業中止。
　　（第1回目）
　・開催日：令和2年8月2日（土）　　13時00分～15時30分
　・会　場：あいとぴあ臼田　ホール
　・内　容：基調講演　佐久市長　栁田　清二氏
　　　　　　被災地区報告　塩名田区長　丸山　和之氏
　　　　　　コーディネーター　NPO法人さくらネット代表理事　石井　布紀子氏
　　（第2回目）
　・開催日：令和2年8月8日（土）　　9時30分～11時50分
　・会　場：あいとぴあ臼田　ホール
　・内　容：「避難所へ持ち出し荷物等について」
　　　　　　　佐久市赤十字奉仕団委員長  依田賢一氏
             令和2年8月8日（土）　13時30分～15時50分
　　　　　　「共生の地域づくりのために」
　　　　　　　NPO法人さくらネット代表理事　石井布紀子氏

収入　1,121 円　支出　1,121 円　　収支差額　0 円

21

地区社会福祉協議会活動の支援並びに助成〔福祉課〕

○地区社会福祉協議会は、地域住民に最も身近な社協として、「地域福祉活動」を支援し、共
　に支え合う地域づくりのため、市内７地区に地区社会福祉協議会を設置している。各地区の
　構成員は、区長、民生児童委員、公民館長、日赤奉仕団、保健補導員等で構成されている。
　（主な事業内容）
　〇浅間地区　：総会（書面議決）
　〇野沢地区　：総会（書面議決）
　〇中込地区　：総会（書面議決）
　〇東地区　　：総会（書面議決）
　〇臼田地区　：総会（書面議決）
　〇浅科地区　：総会
　〇望月地区　：総会
　（助成金）
　・活動費交付基準：事業割　40,000円　　会員割　30円/人

収入　735,870 円　支出　735,870 円　　収支差額　0 円

22

認知症徘徊SOS模擬訓練の実施　〔福祉課〕

○認知症による徘徊行動に対し、地域で見守る体制づくりを進めるため打ち合わせ会議等
　を実施した。
＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため模擬訓練は中止。
　（野沢地区）
　　関係機関打合せ
　・開催日：令和2年5月12日（火）
　・出席者：野沢地域包括支援センター、社協
　　第1回打ち合わせ会
　・開 催 日：令和2年7月9日（木）午前10時00分～10時50分
　・出 席 者：11名（区長、民生児童委員、市役所、野沢地域包括支援センター、社協）
　・開催予定地区：下県東区、下県西区
　（臼田地区）
　・開催予定地区：中央区

収入　0 円　支出　0 円　　収支差額　0 円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

講座参加者数 100名 中止 22名 17名
登録者数 137名 117名 117名 45名
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事業№
事業名

事業概要・報告

23

地域福祉活動計画の評価　　〔福祉課〕

○平成30年3月に佐久市と合冊にて策定された第三次佐久市地域福祉計画と整合を図りつつ、
　「人と人とがつながり支え合う地域づくり」を基本理念として、計画進行管理を定期的に分
　析・評価。
　・開催日：11月30日（月）　　9時30分～11時30分
　・会　場：野沢会館
　・内　容：平成30年度、令和元年度「佐久市地域福祉活動計画評価について」
　・出席者：部員9名

収入　33,853 円　支出　33,853 円　　収支差額　0 円

24

各区との連携　　〔総務課〕〔福祉課〕

○要援助者を日常的に支えられるように、区長会を通じ各区長と連携し、誰もが安心･安全に暮
　らせるまちづくりを図った。

25

PTA連合会･保育協会等との連携　　〔福祉課〕

○子育て支援は社協の重要な事業であるため、各団体と連携を図り子育て支援事業を推進。

26

各地域包括支援センターとの連携　　〔福祉課〕

○地域で生活する高齢者に関する情報の共有と､適切な対応に向けた連携体制の強化。市内全域
　で｢ふれあいいきいきサロン｣が立ち上がるよう情報共有し、地域福祉の推進に向け連携を図
　った。また、本協議会の安心コール事業やお元気レター事業等への協力について共有した。
　・地域包括支援センター数:6箇所
　　　（佐久平・浅間、岩村田・東、中込、野沢、臼田、浅科・望月）
　・生活支援コーディネーター連絡会：9回出席
  ・ふれあいいきいきサロン立ち上げ打合せ会:各地区1回開催

27

災害時住民支え合いマップの作成協力　　〔福祉課〕

○すでに作成済みの地区においては、定期的な見直しが図れるよう市福祉課と連携を図った。
　また「佐久市災害に強いまちづくりプロジェクト」と題して、長野県社会福祉協議会、
  佐久市、佐久市市民活動サポートセンター等と協力し、佐久市内の7地区を想定し、区民と
  一緒にワークショップ等を行い、今後避難等について考えていく。
（ITCを活用した防災・支え合いマップの打ち合わせ会）
　・日　時：令和2年9月24日（木）　午前10時00分～11時00分
　・場　所：野沢会館
　・出席者：県NPO法人センター、市福祉課、県社協、佐久市社協

（さくさぽ：令和元年台風19号から考える災害への備え）
　・日　時：令和2年9月26日（土）13時30分～16時10分
　・内容：ワークショップへの協力
　・出席者：市民、社協職員等4名出席

28

民生児童委員協議会活動との連携　　〔総務課〕〔福祉課〕

○本協議会事業に支援･協力をいただき、地域住民に関する情報交換、問題の早期発見・対応
　を図るために連携を行った。
　ふれあいいきいきサロンの開催や子育て･高齢者関係の事業に関する情報交換及びひとり暮ら
　し高齢者等見守り事業の取り組みについて依頼した。

27



日本赤十字社長野県支部佐久市地区（事務局）　〔福祉課〕

○市内全地区の佐久市赤十字奉仕団分団長を対象に「日赤活動資金募集活動説明会」を開催予
　定だったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため説明会は中止とした。
「日赤活動資金募集活動説明会」
　・開催日：令和2年4月18日（土）
　・場　所：あいとぴあ臼田
　・参加対象：佐久市赤十字奉仕団分団長

○日赤活動資金募集活動期間
　・募集活動期間：令和2年6月5日（金）～令和3年1月7日（木）
　・目標額：14,055,000円
　・実績額：11,350,477円　22,342件

事業№
事業名

事業概要・報告

32

佐久市戦没者遺族会の支援（事務局）　　〔福祉課〕

○佐久市戦没者遺族会としての活動を、遺族会員並びに多くの市民へ周知し、幹部会議、
　佐久市戦没者追悼式、長野県戦没者遺族大会等開催に協力した。
〇事業開催
　・役員合同会議　　　：書面議決
　・幹部会議　　　　　：7回（令和2年6月・8月・9月・10月・11月・令和3年1月・3月開催）
　・佐久市戦没者追悼式：令和2年8月15日（土）

30

赤十字奉仕団との連携（事務局）　　〔福祉課〕

○赤十字の博愛人道の精神に基づき、明るく住みよい社会を築き上げていくための地域社会
　で奉仕活動を行った。
〇「令和２年度佐久市総合防災訓練」
　＊新型コロナウィルス感染拡大防止のため事業中止。
　　・訓 練 日　:令和2年8月23日（日）午前8時30分～11時30分
　　・訓練会場　:県民佐久運動広場運動場、野沢小学校

31

老人クラブ活動の支援（事務局）　　〔福祉課〕

○魅力ある活動と広報活動を強化し､社会貢献活動を通して会員の生きがいづくりや健康づくり
　活動を支援した。
○老人クラブ加入数
　・50地区単位老人クラブ（佐久42、臼田3、浅科5）
　・会員3,168人（佐久2,423人、臼田273人　浅科472人）
　・年々減少傾向にあるが､会員加入促進を行い、必要なクラブに支援を行っている。
〇事業開催
　・総会　　　　　：書面決議
　・理事会、三役会等
　・佐久市老連会報発行等

29

28



33

生活福祉資金貸付事業　　〔福祉課〕＜県社協受託事業＞

○長野県社会福祉協議会の委託を受けて、低所得世帯や障がい者・高齢者世帯などに対し、経
　済的自立と生活意欲の助長社会参加の促進を図り、安定した生活ができるための資金貸付、
　び償還指導を行った。（貸付の審査決定は長野県社会福祉協議会が行う）
〇また、新型コロナ感染症対策に係る生活福祉資金の特例貸付業務を行った。
　
　<貸付内訳>
　　【本則】
　　・総合支援資金　　　　　　：　1件　　　(126,000円)
　　・教育支援資金　　　　　　：　1件　　　(853,000円)
　　・緊急小口資金　　　　　　：　1件　　 　(43,000円)
　　【コロナ特例】
　　・緊急小口資金（特例貸付）：300件  （45,260,000円）
　　・総合支援資金（特例貸付）：102件  （52,104,000円）
    ・総合延長　　　　　　　　:　16件　 （6,453,000円)

収入　4,920,976 円　支出　4,920,976 円　　収支差額　0 円

地域福祉拠点区分（長野県社会福祉協議会受託事業）

　収入 7,754,483 円　　支出　7,754,483 円　　収支差額　 0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

34

日常生活自立支援事業　　〔福祉課〕 ＜県社協受託事業＞

○長野県社会福祉協議会の委託を受け、佐久市・南佐久管内の基幹的社協として、判断能力に
　不安がある認知症の高齢者、知的障がい者精神障がい者に対して、福祉サービスの利用援助
　や日常的な金銭管理等を支援した。
　
　・有効契約件数：認知症高齢者：18件　知的障がい者：14件
　　　　　　　  　精神障がい者：16件　その他　　　： 1件　計49件

　・延べ相談件数：3,542件

　・生活支援員、専門員の利用援助回数　926回

収入　2,833,507 円　支出　2,833,507 円　　収支差額　0 円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

貸付件数 380件 421件 5件 8件
貸付金額 90,000,000円 104,839,000円 472,000円 1,636,000円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

新規契約件数 14件 12件 10件 10件
解約件数 15件 14件 7件 15件
事業開始からの契約件数 209件 207件 195件 185件
事業開始からの解約件数 157件 156件 142件 135件

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

認知症のお年寄りに関する相談 1,020件 1,210件 699件 635件
知的に障がいのある方に関する相談 1,000件 1,141件 972件 700件
精神に障がいのある方に関する相談 850件 1,191件 881件 641件

合　計 2,870件 3,542件 2,552件 1,976件

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

専門員訪問調査回数 70回 66回 58回 43回
生活支援員・専門員利用援助回数 950回 926回 863回 960回

29



地域福祉拠点区分（佐久市受託事業）

　収入　2,715,636 円　　支出　2,715,636 円　　収支差額　 0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

35

馬坂・広川原福祉バス運行事業　　〔福祉課〕 ＜市受託事業＞

○交通手段の確保困難な馬坂・広川原地区の高齢者等の移送手段を確保することを目的に、月
　１回福祉バスを運行。
　令和2年度実績　・利用回数：なし    ・延利用人数：なし

収入　0 円　　　　　支出　0 円　　　　　収支差額　0円

36

ひとり暮らし高齢者等見守り事業　　〔福祉課〕 ＜市受託事業＞

○70歳以上のひとり暮らし高齢者等を対象に、民生児童委員が乳酸菌飲料をお届けしながら、
　安否確認や話し相手などになることで「地域の見守り」を行った。
　・実施回数：2回
　・登録利用者数：1,232名

収入　1,525,636 円　支出　1,525,636 円　　収支差額　 0 円

37

家計改善支援事業　　〔福祉課〕 ＜市受託事業＞

○生活困窮者に対し、家計の状況を「見える化」し、利用者の家計管理の意欲を引き出す改善
　相談を行い生活の早期再生を図れるよう「まいさぽ佐久」と連携を図りながら支援をした。
　・相談件数　82件　　・契約件数　 8件

収入　1,190,000 円　支出　1,190,000 円　　収支差額　0 円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

相談件数 100件 82件 42件 8件
契約件数 10件 8件 6件 3件
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地域福祉拠点区分（佐久広域連合受託事業）

　収入　17,369,283円　　支出　17,369,283 円　　収支差額　0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

38

さく成年後見支援センターの運営　　〔福祉課〕 ＜広域連合受託事業＞

○平成28年度より社協が佐久広域連合から成年後見支援事業を受託し福祉課に「さく成年後見
　支援センター」を設置。成年後見制度に関わる相談業務と制度の利用促進､普及啓発を実施
　一定の要件を満たした方の法人後見を受任。

　・相談支援状況 　　新規119件 　継続458件　計577件

　・専門職ケース検討会議　2回開催　（10月26日・12月4日）

　・佐久広域圏高齢者障がい者権利擁護ミーテイング会議開催　なし
　　　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

　・成年後見制度普及及び啓発研修会
　　①佐久地域福祉関係職員成年後見制度研修会
　　　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
　　②市民対象研修
　　　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

　・普及啓発 出前講座等　なし
　　　＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

　・法人後見受任審査会　委員8名
　　　審査会開催回数　4回　（6月24日・7月30日・10月26日・3月1日）
　　　法人後見：受任者23名
　　（小諸市3　佐久市10　小海町１　川上村1　南牧村1　北相木村1　佐久穂町1
　　　軽井沢町１　御代田町3　立科町1）

収入　17,369,283円　 支出　17,369,283 円　　 収支差額　0 円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

相談支援件数 580件 577件 478件 493件
法人後見受任者 25名 23名 17名 16名
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介護保険・障害支援拠点区分（介護サービス課運営）

　収入　12,763,742 円　　支出　12,763,742 円　　収支差額　0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

　収入　26,973,083 円　支出　26,397,136 円　　収支差額　575,947 円

収入　12,763,742 円　 支出　12,763,742 円　　 収支差額　 0 円

介護保険・障害支援拠点区分（居宅介護支援事業）

　収入　23,591,023 円　支出　25,130,191 円　　収支差額　△1,539,168 円

39

介護サービス課運営

・各事業所の運営が効率的に行えるように、事業所間の連絡調整を行った。
・新規事業　多機能型事業所（生活介護・放課後等デイサービス事業）の実施準備を行った。
・各事業所の介護保険事業収入、障害福祉サービス事業収入、自己負担額の請求等の事務取り
　まとめ、会計処理を行った。

40

指定居宅介護支援事業・ケアプランセンター佐久　　〔介護サービス課〕

○要介護者に対し、介護保険から給付されるサービス等を適切に利用できるように、要介護者等
　の依頼を受けて介護サービス計画の作成を行い、評価、調整等を行った。
○介護支援専門員の人員体制が整わないため、3月末日をもって休止した。
 
　利用者延べ人数   1,587人
　・要支援（事業対象者含む）　157人     ・要介護1　 559人　　・要介護2　 387人
　・要介護3　 170人　　                 ・要介護4　 226人    ・要介護5 　 88人

　＊35人/専門員１人の件数上限

ケアプランセンター佐久　　収入　23,591,023 円　 支出　25,130,191 円　 収支差額　△1,539,168 円

介護保険・障害支援拠点区分（老人居宅介護事業）

事業№
事業名

事業概要・報告

41

指定訪問介護事業・ヘルパーステーションさく　　〔介護サービス課〕

○要介護者等に対し、入浴、排泄、食事、その他の生活全般にわたる介護を行った。
〇事業廃止に伴いヘルパー派遣を２月で終了した。
 
　利用者実延べ人数 　435人
　・事業対象者（総合事業）79人  ・要支援1　 20人　・要支援2　 106人　・要介護1　 107人
　・要介護2　63人          　 　・要介護3　 22人　・要介護4　  23人  ・要介護5　  15人

　

在宅福祉サービス事業・馬坂、広川原地域介護支援事業　　〔介護サービス課〕

○馬坂・広川原地域の援助を必要とする高齢者に対して、ヘルパーを派遣し、家事援助や軽易な
　日常生活の支援を行う。　　　　　・利用者なし

ヘルパーステーションさく　　収入　26,973,083 円　 支出　26,397,136 円　 収支差額　575,947 円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者延人数 1,776人 1,587人 1,822人 1,885人
報酬額 26,108,000円 23,321,023円 27,015,551円 28,101,820円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者延人数 366人 435人 488人 481人
報酬額 12,434,000円 12,217,755円 15,146,956円 16,737,676円
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介護保険・障害支援拠点区分（老人デイサービス事業）

　収入　119,911,022 円　支出　128,458,347 円　　収支差額　△8,547,325 円

事業№
事業名

事業概要・報告

42

指定通所介護事業・佐久市あいとぴあ臼田デイサービスセンター　　〔介護サービス課〕

○高齢者の要介護状態の軽減、若しくは機能低下の防止に資するよう必要な日常生活上の介助及
　び機能訓練を行い、利用者の社会的孤立感の解消、心身機能の維持並びに家族の身体的、精神
　的負担の軽減を図った。

　＊一般型利用者延べ人数   6,750人
　・事業対象者（総合事業）   333人  ・要支援1　  　207人    ・要支援2　 　215人
　・要介護1  　            2,692人  ・要介護2    1,269人  　・要介護3　 1,180人
  ・要介護4　                589人  ・要介護5　 　 265人
　＊認知型利用者延べ人数　 1,444人
　

あいとぴあ臼田短期入所事業

○介護者が出産・疾病・冠婚葬祭などにより、一時的に日常生活が困難となった高齢者を短期間
　受入れ、在宅高齢者及びその家族の福祉向上を図ることを目的にしている。
　・対象者：虚弱高齢者・要支援者
　・ベット数　5床　・利用日数　0日　・利用者数　 0人

収入　75,771,412 円　 支出　85,203,563 円　収支差額　△9,432,151 円

43

指定通所介護事業・佐久市浅科デイサービスセンター　　〔介護サービス課〕

○R2年4月より定員18名の地域密着型通所介護に移行する。
　高齢者の要介護状態の軽減、若しくは機能低下の防止に資するよう必要な日常生活上の介助及
　び機能訓練を行い、利用者の社会的孤立感の解消、心身機能の維持並びに家族の身体的、精神
　的負担の軽減を図った。

　＊地域密着型利用者延べ人数  3,848人
　・事業対象者（総合事業） 　　 134人    ・要支援1     68人  ・要支援2    857人
　・要介護1                   　409人    ・要介護2 　 896人　・要介護3　  364人
  ・要介護4　                   889人  　・要介護5　  231人
　

収入　44,139,610 円　 支出　42,778,562 円　収支差額　1,361,048 円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

一般 7,560人 6,750人 7,293人 7,503人
認知 1,790人 1,444人 1,648人 1,858人

報酬額 一般 55,134,000円 56,536,158円 60,837,632円 61,698,262円
報酬額 認知 24,972,000円 17,705,254円 20,379,498円 22,867,222円

利用延人数

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用延人数 4,500人 3,848人 4,171人 4,456人
報酬額 42,907,000円 38,607,610円 36,777,637円 37,367,496円
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介護保険・障害支援拠点区分（特定相談支援事業）

　収入　 14,455,672 円　支出　14,455,672 円　　収支差額　0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

特定相談支援事業　収入　14,455,672 円　 支出　14,455,672 円　　 収支差額　0 円

介護保険・障害支援拠点区分（障害福祉サービス事業）

　収入　6,816,125 円　支出　7,735,822 円　　収支差額　△919,697 円

44

特定相談支援事業　　〔介護サービス課〕

○障がいのある方が、自立した日常生活、社会生活を営むことができるよう、 サービス等利用計
　画の作成及び関係機関との連絡調整を行った。
　
　　・利用者数    1,066人       ・請求件数　　486件

45

障がい福祉サービス事業・ヘルパーステーションさく　　〔介護サービス課〕

○障がいのある方へ、居宅において、入浴・食事等の介護のために介護員を派遣し、日常生活を
　営むのに必要な支援を行った。
〇事業廃止に伴いヘルパー派遣を２月で終了した。
　
　利用者延人数　206人
　　・居宅介護    196人   ・行動支援　　　0人     ・移動支援　 　10人

収入　6,816,125 円　 支出　7,735,822 円　　 収支差額　△919,697 円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者延人数 1,230人 1,066人 1,072人 1,204人
請求件数 530件 486件 520件 390件
報酬額 5,381,000円 6,089,520円 5,395,690円 5,590,640円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者延人数 204人 206人 232人 208人
報酬額 4,592,000円 6,690,125円 5,523,319円 4,943,241円

34



介護保険・障害支援拠点区分(障害福祉サービス事業就労継続支援Ｂ型)

  収入　40,912,723 円　 支出　37,668,854 円　　収支差額　3,243,869 円

　収入　79,684,424 円　支出　80,343,876 円　　収支差額　△659,452 円

事業№
事業名

事業概要・報告

46

障害福祉サービス事業就労継続支援（B型）・臼田共同作業センター〔介護サービス課〕

○事業の成果
　製袋、電子部品組立、ダンボール組立作業及び『農福連携』としてＪＡネギ集荷所での選別
　出荷作業を行なっている。
　本年度よりネギに加えて、夏季限定で桃の出荷作業にも参加。利用者の労働意欲向上、社会
　参加機会の拡大に繋がった。
　コロナ禍で、自主製品の販売機会は激減したが、マスク販売や社協広報誌ＰＲ効果による個
　人購入については増加した。

○支援及び相談
　個別支援計画を作成し、サービス管理責任者による定期的な面談を実施、モニタリングを行っ
　た。
　また相談支援や各種関係機関との連携を密にとる事により、作業センターの円滑利用が出来
　る様に配慮した。

　・開所日数             243日
　・延べ通所利用者数   5,185人
　・一日平均利用実績    21.5人

○生産活動
　鈴与マタイ紙袋加工業とH・A電子部品組立作業を主に、デイサービスの床清掃作業、アサマダ
  ンボールの組立作業、農福連携ではＪＡ桃、ネギ作業を行なった。自主製品はマスク、各種
  バックを主に製作販売した。

  ・平均工賃月額 　  13,381円
　

○販売活動
　新型コロナウィルスの影響により販売機会はほとんど中止となり収入は減少した。
  従来商品であったマスクについては、需要が拡大した為、売上げ増となったが、その他の商品
　の売上げは減であった。

○視察研修
　例年、9月頃に実施していたが、本年度においては新型コロナウイルス感染拡大防止のため中
　止

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者延人数 4,800人 5,185人 5,368人 5,727人
１日平均利用人数 20人 22人 22人 20人
工賃収入 4,700,000円 4,406,893円 5,497,837円 5,748,781円
報酬額 33,019,000円 35,036,030円 34,899,050円 37,802,290円
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収入　38,771,701 円　 支出　42,675,022 円　　収支差額　△3,903,321 円

事業№
事業名

事業概要・報告

47

障害福祉サービス事業就労継続支援（B型）・浅科ふれあいホーム　〔介護サービス課〕

○事業の成果
　・就労に重点を置き、一般就労に結びつく支援やサービス提供をこころがけてきた。
　・新たに地域企業との受託作業を開始し、安定した作業の確保と作業内容の見直しを行うこと
　　で、利用者へ作業を提供することができた。

○支援及び相談
　新型コロナウイルス感染症の影響で、施設入所者の通所停止期間や、学校の休校に加え体調不
　良者もおり、欠席者が目立ったが、9月より徐々に回復した。
　
　・開所日数                243日
　・延べ通所利用者数　　　4,700人
　・一日平均利用実績　　　 19.3人

○生産活動
　・主に企業からの受託作業を行い、仕事が切れないよう配慮しながら、利用者の得意分野を活
　　かすために、作業種類を多くしている。
　・施設外就労利用者1名について、特定相談支援事業所との連携により、希望職種への一般就労
　　（障がい者）雇用が決定、令和3年4月から採用となった。
　・イベントの中止で自主製品販売も伸び悩んでいるため、農園ボランティアの協力を得て、野
　　菜づくりを行い販売を行った。
　・地域にある高校野球部の練習ボール修繕を行い、全国大会で活躍する選手の手助けができた
　　ことで、利用者の作業意欲への向上につながった。

　・平均工賃月額 　 17,376円

○販売・イベント等参加状況
　・佐久病院等のイベント・佐久市役所販売の中止
　・6月8日、11月9日佐久市役所内注文販売（佐久市役所内販売会中止の代替措置）
　各種イベント再開時には、積極的な参加をし、地域との交流を図り販売活動にも力を入れる。

○視察研修旅行
　・新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。
〇農福連携
　・道の駅のバックヤード作業は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。
〇施設外支援
　・合同面接会中止

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者延人数 4,800人 4,700人 4,919人 5,121人
１日平均利用人数 20人 19人 20人 19人
工賃収入 5,868,000円 4,948,761円 6,241,956円 6,684,678円
報酬額 33,991,000円 33,406,440円 35,934,700円 35,814,200円
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施設管理運営拠点区分（所有施設管理運営事業）

　収入　19,850,983 円　支出　19,850,983 円　　収支差額　 0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

収入　13,339,474 円　支出　13,339,474 円　　収支差額　0 円

49

佐久市臼田老人福祉センター

老人福祉法20条の7に基づく施設運営

○高齢者の憩いの場所や各地区ふれあいいきいきサロンの開催場所の提供。
○老人クラブ活動のための施設供与と育成。
○レクリエーション活動の増進と各種講座の開設。
　・年間施設利用者数　596人
○主な修繕等　男女トイレ修繕・玄関スロープ修繕等

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和2年4月17日（金）から6月30日（火）休館

収入　2,511,509 円　支出　2,511,509 円　　収支差額　0 円

48

佐久市老人福祉センター「長寿閣」

老人福祉法20条の7に基づく施設運営

○高齢者の憩いの場所や各地区ふれあいいきいきサロンの開催場所の提供
○老人クラブ活動のための施設供与と育成
○レクリエーション活動の増進と各種講座の開設
　・年間施設利用者数　9,268人
○入浴施設の提供
　・年間風呂利用者数　7,187人
　【風呂利用料】    一人100円
○主な修繕等
　・シングルレバーシャワー混合栓、女子風呂ジェットポンプ修繕、ボイラー修繕等

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和2年4月15日（水）から5月29日（金）休館
　令和3年1月11日（月）から1月25日（月）入浴休止
＊ボイラー故障のため、令和3年3月10日（水）から入浴休止

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和2年4月15日（水）から5月29日（金）休館

収入　4,000,000 円　支出　4,000,000 円　　収支差額　0 円

50

佐久市福祉総合センター

○福祉団体及びボランティアグループに会議室等を無料で開放し、活動の活性化とボランティ
　アの育成を図った。
  　・年間施設利用者数　4,610人
○自己所有の施設を拠点として利用していただくことで、子育てグループ間の情報交換、協働
　活動を図り、新たな活動の展開を促した。
　　・延利用グループ数　594団体
○主な修繕等　大ホール、廊下網戸設置修繕

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者数 7,500人 4,610人 7,656人 8,159人
利用グループ数 1,110団体 594団体 1,054団体 1,166団体

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者数 16,000人 9,268人 14,355人 16,556人

入浴利用者数 9,000人 7,187人 9,641人 10,281人

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者数 400人 596人 459人 3,746人

入浴利用者数 1,713人
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　収入　45,718,044 円　支出　45,718,044 円　　収支差額　 0 円

事業№
事業名

事業概要・報告

施設管理運営拠点区分（佐久市指定管理事業）

51

佐久市臼田総合福祉センターあいとぴあ臼田

指定管理期間　令和2年4月～令和7年3月

○基本協定に基づく施設の管理
○地域における総合福祉及びふれあい拠点として、市民の福祉と意識 の高揚を図ることを目的
　に管理運営を行っている。
　・年間施設利用者数　32,379人
　・年間風呂利用者数　 7,998人
　【風呂利用料】中学生以上65歳未満一人200円、65歳以上一人100円
○主な修繕等
  ・膨張タンク・ホームモニター、水漏れ水栓・流し台水栓・配管玉フレキ・照明機器・
　　ろ過機温水調整器・誘導灯バッテリー交換・トイレ排水管修繕等

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和2年4月15日（水）から5月29日（金）休館
　令和3年1月11日（月）から1月25日（月）入浴休止

収入　31,983,843 円　支出　31,983,843 円　　収支差額　 0 円

52

浅科保健センター

指定管理期間　平成30年4月～令和5年3月　

○基本協定に基づく施設の管理
○市民の健康の保持及び保健衛生の向上に資するための総合的な保健サービスの拠点として管
　理運営を行った。
　・年間施設利用者数　9,103人
○主な修繕等
　・調理室ガス漏れ警報器交換修繕、灯油漏れ点検修繕

収入　3,875,920 円　支出　3,875,920 円　　収支差額　0 円

53

佐久市望月老人福祉センター

指定管理期間　令和2年4月～令和7年3月

○基本協定に基づく施設の管理
○地域の高齢者の健康増進、憩いの場として施設の保守管理、利用者の送迎、入浴業務、地域
　サロンの開催場所としての活用促進した。
　・年間施設利用者数　4,859人
　・年間風呂利用者数　4,528人
　　【風呂利用料】一人100円
○主な修繕等
　・ボイラー修繕・循環ポンプ修繕

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和2年4月15日（水）から5月29日（金）休館
　令和3年1月11日（月）から1月25日（月）入浴休止

収入　9,858,281 円　支出　9,858,281 円　　収支差額　0 円

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者数 7,000人 4,859人 6,914人 7,336人

入浴利用者数 6,000人 4,528人 6,048人 6,240人

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者数 36,000人 32,379人 57,978人 59,483人

入浴利用者数 7,000人 7,998人 13,804人 10,211人

令和2年度目標値 令和2年度実績 令和元年度実績 平成30年度実績

利用者数 8,900人 9,103人 8,350人 8,852人
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